
悩みや相談したいことがある時

悩みや不安に思うことがある時、イラ
イラする時、誰かにちょっと聞いてほし
いと思うことがある時・・・。そんな時は、
休み時間や放課後を利用して気軽に
保健室に来てみてください。話をするだ
けでも気分がすっきりすることもありま
す。

からだや健康について知りたい時

自分のからだについて疑問に思う事や
健康について知りたいことがある時には、
保健室にある本や資料などで調べること
ができます。また、自分の身長や体重など
を測定することもできます。自分の体や健
康について興味・関心を持つことはとても
良いことです。休み時間や放課後を利用
して一緒に健康について考えていきましょ
う。

保健室は薬局ではありません・・・。

保健室には内服薬（飲み薬）はありま
せん。薬は人によって効きすぎたり効かな
かったりと、“合う・合わない”があるから
です。みなさん一人一人に合う薬を学校
で準備するのは難しいので、薬が必要な
場合は各自で用意しましょう。

◆別紙にて『保護者の皆様にお願い』（出席
停止について等）、『災害共済給付制度につ
いて』も配布してあります。こちらもよく読んで
おいてください。
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このような時に利用します

けがをした時、
からだの調子が悪い時

＊けがをした時、簡単な手当てや
病院に行くまでの応急処置を行い
ます。

＊からだの調子が悪い時や気分が
悪くなった時に休養します。原則、1
時間までです。



◆保健室を利用するときは、『保健室利用カード』を使って利用します。

『保健室利用カード』を に記入してもらい、それを持って

保健室に行く。

『保健室連絡票』を に記入してもらい、そ

れを持って保健室に行く。

※職員室に次の授業担当の先生がいらっしゃらない場合は、学年の先生または養護教諭に相談して

ください。

◆保健室での対応が終了したら、『保健室利用カード』を持って授業へ戻る。

→授業担当の先生にカードを渡してください。

◆保健室での休養は原則 1時間です。

◆保健室ではケガをした当日の応急手当のみで、継続した手当は行いません。湿布等の

取り替え等は家庭で行うようにしてください。

◆保健室のものを許可なく勝手にさわったりしないようにしましょう。

◆保健室内は、体調の悪い人が優先です。身長等の計測をしに来た人には、場合によっ

ては入室を遠慮してもらうこともあります。

◆保健室内ではきちんとした服装で、騒いだりせず、ルールを守りましょう。

授業の先生に断りなく来てしまうと、
「登校しているはずなのに授業にいな
い、どうしたのだろう…」と心配してしま
います。自分の居場所を知らせるために
も必ず先生に書いてもらいましょう。

利用する時の注意



◆相談室の先生◆

スクールカウンセラー

髙橋 しげみ先生（月・木 9:00～17:00）

心の教室相談員

飯村 弘子先生（水・金 11:00～15:00
または 10:30～14:30）

◆原則、休み時間と放課後に利用できます。

◆授業中に相談する必要がある場合は、まず、担任や学年の先生、養護教諭の許可を得ます。

◆確実に相談をしたい場合は、予約をしてください。予約をしている人が優先されます。

【予約方法】

①担任の先生や学年の先生、養護教諭に頼んで予約を入れてもらう。

②直接、スクールカウンセラーや心の教室相談員と約束をする。

（授業中の場合は①の方法、休み時間や放課後の場合は①②どちらでもよい）

勤務日は変更になる場合が

あるので、相談室前のカレン

ダーで確認してください。


